
サオシュヤントについて

伊 藤 義 教

　サオシェヤントsao善yant一はゾロアストラ1）教徒の聖典アヴェスターにはガーサー

以来見えている古いことばであるが，その概念は，ゾロアストラ教の後期の伝承とガー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やくサーとでは，非常な柑違を見せている。語形そのものはsav一／SU一「利益する，扶助す

　　　　　　　　　　　　　　　　　やくる」の未来分詞であるから，それは「利益，扶助するであろう春」という意味の語であ

る。

　さて，ゾロアストラ教後期の伝承によると，ゾμアストラ出現の干年紀ののちに，三

つの千年紀がつづくが，その各千年忌にひとりずつ，ゾロアストラの子が出現する。そ

の出現の様子は，ゾロアストラの精液が99999柱のフラワシに守護されながら，カンス

海2）に保存されているが，時機到来すると，少女が水浴してみこもることになる。一一種

の処女懐胎である。　こうして生まれてきても，　かれらはオーフルマズド（アフラ・マ

ズダー）の使徒としてこの世界に遣わされたものであるQかれら三子はウシat　・一タル

U首etar，ウシェータル・マーフU首etar－mah，およびソーーシュヤンスS踏yaas（また

はソーシャーソスS6甑ns）という。みな中期ペルシア語形で，よみ方次第では，この

ほかにも，多少の差異を呈するが，ここではこのよみ方でゆく。かれらの干年紀には奇

蹟がつきもので，それぞれ，十日十夜，二十日二十夜，三十日三十夜の問太陽が中天に

静止するなどがそれで，またかれらの行う奇蹟としては，前二者はそれぞれ三年間およ

び六年閥草木に緑色を付与したりするが，なかでも，最後のソーシュヤソスは死者を復

活させ，永生の善の世界を顕現さすために，協力岩（男女十五人ずつより成る）ととも

にもろもろのわざを行う。

　ところで，これら三者のうち，ウシェータルにはアヴェスター語形ウクシュヤト・ウ

ルタ　U踏ya婁．er∂ta　r天則を栄えさせるもの」，ウシェータル・マーフには同じくウク

シ、、ヤト・ヌマフUxgya重．nemah「崇敬（アフラ・マズダーへの）を栄えさせるもの」

という原形があるが，ソーシ：、．ヤソスの場合は原形はアストワト・ウルタAstva婁．orota
かたち

「象をそなえた天則，天國の権化」であるから，全く別の語である。ソーシュヤソスと

一bb一



サオシ」、・．ヤントについて

は，実は，冒頭に記したサオシュヤソトの中期ペルシア語形で，本来からすれば，それ

はこの三者の汎称（後期の伝承での）にほかならない。だから，第一の終末論的ソーシ

ュヤソスがウシ、f，一朝ル，第二のそれがウシ），．一タル・マーフなのである。そして第三

ソーシュヤソスは殊に重要なわざを行うもの，すなわちソーシ：一、一ヤンス中のソーシュヤ

ソスとして，ソーシュヤソスの名を独占するのである。要するに，後期伝承ではサオシ

ュヤント（ソーシュヤソス）は三人に隈られ，いずれもゾPアストラの子とされ，なか

でも末子がサオシュヤソトの名（ソーシュヤソスなる形において）を専有するようにな

った。そして，いずれもが終末論的舞台に登場するということになる。

　これに対し，アヴェスターではどのようになっているかというと，ガーサーとそれに

近接せる諸篇を除いて取扱ってみると，後期の伝承に発展しうる素材を提示しているこ

と，そしてそれはかーサーやそれに近接せる諸手とは，すでに大きな隔たりをみせてい

ること，などが耳擦される。Yt．3）13では多くのゾPtアストラ者の名をあげてそのフラ

ワシに崇敬をささげるので，おびただしい人名が登場する。そうしたなかで§正28では

九人の人名をならべ，その第七，八，九番自が，それぞれ，上言延したウクシュヤト・ウ

ルタ，ウクシ」．ヤト・ヌマフ，およびアストワト・ウルタとなっている。三つの千年紀

に出現するとか，ゾμアストラの子で互いに兄弟であるとかの表示はないが，かれらが

リストの末羅を占めていること，アストワト・ウルタの前に六野（第一～第六まで）が

リストされていることは注目されてよい。なにゆえなら，ソーシュヤソスにも男女の協

力者があることは上述したとおりだからである。そして，かかる意味から，さらに注El

すべきは§§141～142で，一e一一一一人の少女をリストし｛しかもその最後にランクされてい

るものはウルダト・フドリーヨreda㌻・feδri，またの名をウィスパ・タルワリーVispa．一

taurvaiylという。なぜなら，かの女は人天より発する障碍を「ことごとく（vispa一）

征服する（tar一）者」すなわち，　アストワ1・・ウルタを生むからである　（Yt．1992参

照）。　しかし，かの女の前にランクされている二少女と，ウクシュヤト・ウルタおよび

ウクシ、。ヤト・ヌマフとの関係はなにも雷及されていない。　そのほか，§62には999

99柱のフラワシによってゾ1＝アストラの精液がカソス海に保護されているとあり，Yt．

19g．　L，やVld．19，にはアストワト・ウルタがそのカソス海から出現すること，またYt、

19ia，8gにはかれが協力渚の協力によって終末の作業を行うことが見えている。　これ

らの文面のみからすれば，終末論的サオシ”一ヤソトはアストワト・ウルタのみに限られ

ていて，その前に出現する問題のふたりは，－極雷するなら，一一介のゾPtアスFラ者にす

ぎないと云いうる。もちろん，Yt．13128から第一，第二，第三サオシュヤントの存在
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を推測することも可能である。いずれにしても，これらのアヴェスター伝承にみられる

特色は，サオシュヤソトを終末論的に位置づけている点と，第三サオシュヤソトが決定

的役割4）を付与されているという点で，後期伝承とその軌を一にしていると言えるであ

ろう。

　ところが，われわれがひとたび眼をガーサーに移すと，そこにみえるサオシュヤソト

は，非常に異なった環境におかれていることを見いだすであろうQ単数で在証されるの

はY．45n，489，532，で，複数ではY．34r　i　：t，46，，および4812である。

　まず単数で登場するY．489をみると，ゾロアストラは「脅威をもってわたくしを脅し

ている者を御身マズダーがよく制し給うかどうかを，いつ，わたくしは知ることになる

でし，t，うか。………サオシュヤソトたるものは，身にいかなる報応があるかを，知って

いたいものです．1と，アフラ・マズダーに訴願しているQここでは，ゾPアストラがみ

ずからをサオシュヤントと称している。同じ単数の在証される45，1では，人・天にし

てアフラ・マズダーを侮念ずるやからをよく侮念ずる者は，サオシュヤソトや家長によ

って盟友，兄弗あるいは父とみなされるであろう，といっている。サオシュヤントは家

長とともにこの地上に現在する，または現在しうる人格である。バルトロメーはここの

サオシュヤソトをもゾロアストラと同定しているが，理由のないことではない。サオシ

：J．ヤソトのかかる性格を最もよく示しているものは48Bで，それによると，天則に合

致した行動をとって，敬呈な心から，アフラ・マズダーの神意をよく満足させるなら，

そういう入びとは魔アエーシュマの打倒者として使命づけられたものであるから，諸邦

にあって，よくその地のサオシュヤントとなるであろう，　とゾロアストラは書ってい

る。かかるゾロアストラには，天則の世界を実現するために，かくのごときサオシュヤ

ソトたちが，かれと協同してくれる日がしきりに待望される（Y．46，）。かかるサォシ

v一ヤソトたちは正見の人として，主が正見の人に果報として約束した在天の至福に，天

則の道をたどって，鋼達するのである（Y・34・：s）。このようにサオシュヤントは，時に

はゾPtアストラ肉身であったりするが，またかれと協力してその教えの尖兵となって活

動する人びとのことでもある。サオシュヤソトはゾロアストラとなんらの」血縁関係をも

有せず，一・定の条件を充たせばだれでも取得することのときる資格であり（48且2），従

って，かかる点において，それはやシュトや後期伝承におけるがごとき，主によって遣

わされた使徒でもなかった。

　このようなサオシュヤントの原初性格は，ガーサー一に襯接する時代には，そのまま保

持されている。ガーサー中の終章Y・53の§2では，カウィ・ウィーシュタースパKavi
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Vllltzaspa王やゾmアストラの子スピターマSpi戯ma，それにフラシャオシュ9・ラ

Fragao§tra　といった人物が，　サオシュヤソトたるゾロアストラの遺法のために協力す

ることを，つぎのように要講されている：

　　されば，マズダーを充ち足らわせることと，札讃のためにすすんで崇敬し奉ること

　　　に，

　．かれ（ゾロアストラのよき教法）のこころとことばと行いとをもってこれ従うてほ

　　　しいのは

　　カウィ・ウィーシュタースパとザラスシュトラ（ゾロアストラ）の子スピターマ，

　　　ならびにフラシャオシュトラで，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダエてナバ
　　（かかる人たちが）サオシュヤソトのものとしてアフラの創成し給うたかの教法

　　　のために至直の道をしきながらです。

また，初期ゾPtアストラ教徒のフラワラーーネーFra．var2n6告白文にも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　た　らぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お
　　………ザラスシュトラのなし給うた選取，　フラシャオシュトラとジャーマースパ

　　　　　jamtispa両所の選取，（アフラの御所望を）実現する義者たるサオシュヤソトた

　　ちいずれもの選取一一一この選取と約束にならって，わたしはマズダーをまつるもの

　　ですQ

とある（Y．12，）。「七章のヤスナ」（Y．35～42）にはサオシュヤソトは見いだされな

いから今は触れないが，そのほかにもサオシュヤントの原初性格を保持している個所が

いくつかある（Y．70，ほか）。しかしガーサーをはなれることが年代的に遠くなるにつ

れて，ステロタィフ．式なフォーミュラのなかにのみ登場し，その原初性格も生気が縫せ

てくる一・方，先述したヤシュト的＝後期伝承的な要素が鮮烈に浮かびあがってくるので

ある（Y。92をも参照）。

　そうすると，かかる原初的サオシュヤソトがヤシュト的サオシュヤソトを経て後期伝

承における三サオシュヤソト（ソーシュヤソス）となって展開するに至った契機や経緯

には，いかなる事情が伏在していたのであろうか・ここではこれについて，二つの方面

から，解答を与えておこう。一一つはsao§yant一なる諮そのものが示すように，それはも

ともと未来に関連を有しているものである。未来とは，いうまでもなく，終末論的な意

味において理解さるべきものである・もう一つは，ゾロアストラにおいては，その未来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　すすなわち「骸界の終末」はかれの存命中に，もっと極雷するなら，あるいは明日にでも

到来するかもしれなかった，ということである。この時機がいっかについて，かれは，

ついに，アフラ・マズダ・・によって指示されなかったQ
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サオシ：1．ヤントについて

　いま，各自が死後，生前の行為に応じて享受する世界一一最勝界と悪界一一の別を決

定される一種の裁判を個別裁判と名づけるなら，ガーサーには，そのような裁判のほか

に，もう一つの裁判があったと考えられる。もっとも，個別裁判は一審舗で，ひとたび

悪界に堕したものは永久に出期がなく，その反対に，最勝界に赴いたものは永遠に福を

享ける。そうすると，個別裁判のほかにもう一つ存する裁判とは，かかる個別裁判の対

象とならなかった全庶類を対象とするものでなければならない。言うならば終末裁判と

でも称すべきこの裁判は，正邪善悪を裁判して賞罰を定める点においては，個別裁判と　’

同じものであるが，終末裁判は蕃悪混酒の世界に最終的決定的分離をもたらす点におい

て個別裁判とは異なるものである。終末裁判は，死者を対象とする個別裁判とは事かわ

り，生存している全庶類（人・魔を含めて）を対象とする。しかもそれは，後期伝承に

みられる終末裁判とは本質的に異なるもので，後期伝承のそれは実は裁判ではなくして

罰をきよめるための祓浄の儀礼にほかならないのである5）。このような終末裁判にゾロ

アストラ的サオシュヤソトは関与し，このような後期的総祓浄式にソーシュヤソスは関

与するのである。ともに終末論酌な存在ではあるが，差異のあることも否めないQ

　思うに，ゾロアストうすでに殻し，待望庶幾された終末の期もいまだ到来しないとす

れば，これをさらに後代に期するほかはなかったであろう。そこへ，バカーマニシュ帝

国の出現を見るようになった。この政治勢力に，近い終末を云々することは，輝られた

であろう。ヤシュト書編集の時期をこの帝国時代におこうとする説が行われているが，

そのヤシュト書にサオシュヤソトニアストワト・ウルタが登場していることは意義深い

ものがあるQバカーマ＝シュ朝大王の正邪に対する授賞加罰の精神は，法行為として

も，ガーサーにみえる個別裁判と軌を周じくする。ヤシュト書にみえるアストワト・ウ

ルタの役割（融4参照）にもそれがうかがわれるようである。残念なことに細部が審ら

かでないが，かれは邪悪を駆逐破砕してのちに全庶類を永生不死ならしめるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　かたちそしてかれの名前Astva蜜r∂毛a「象をそなえた天則」についてみるに，　ゾロアストラ

　　　　　かたち
は世に天則が象をそなえて力あるものとなることを，アフラ・マズダーに訴願している

（Y，4316）。開祖におけるこの願いがアストワト・ウルタの名において擬人化され，か

つ，開祖の子として，遼遠な未来に延長されたと考えても大過ないであろう。

　サオシュヤソトの問題は旧約聖書におけるメシア，仏教における当来仏弥勒と，比較

宗教史的に，宗教思想史的に，あるいは宗教現象学的に，課題を提供しつづけてきたも

のである。弥勒（マイトレーヤー一この名はミトラの派生形）は，イコンとしては水瓶

をたずさえて表現されてもいるが，水との関連を単なる灌頂の意でなしに，あるいは原
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質としての水でなしに，メソボタミプ的観念において受けとるならば，その水は生命の

水6）であり，サオシュヤソ1・　：アストワト・ウルタも1一一カソス海」から出現する。そして

かれは終末のわざを協力者たちと協岡して行うが，かかる舞台における役割が，実はミ

スラ神にも割当てられていることは特筆されねばなるまい。中期ペルシア語書では大幅

に後退しているが，ギリシア・ラテン著作家によると，かつてのミスラ神の終末論的役

割は，アストワト・ウルタのそれと，ほぼ同じものであった7）Q従って，かかるミスラ

を捉えて弥勒（マイトレーヤ）と比較することは，たしかに，課題たるを失うまい。し

かし，両者の関係は，これを肯定するにせよ否定するにせよ，仏教史の側でまず解決さ

れねばならぬいくつかの閥題をかかえているように思われる。

　筆者はこの小論を結ぶにあたって，　ゾμアストラ的・ガーサー的サオシ：mヤントと

は，もっと具体的に言って，そもそもいかなるものであるかを，より明瞭に定義しなけ

ればならない。筆者は，これを，ゾPtアスLラ二二祭司と解するものである。ゾロアス

トラにおいては，反ゾμアストラ的祭司をも含めて聖職一般を指称する語は，見いだす

ことができない。反ゾロアストラ的祭司は，より限定的に，カラバンkarapanとか，ウ

シグusigとかの呼称をもってよばれている。ゾロアストラにおいては，反ゾロアスト

ラ的祭司は祭司でもなく，垂聾職でもなからた。かかる筆者の見解は，職能階級的分類の

ガーサー的表現として今なお支持者を有する一連の語ウルズーナverez§na，クワエー

5ウxVa6tu，およびアルヤマンairyamanとの関連ばかりでなく，「七章のヤスナ」成

立の年代，あるいはその比較年代との関連にも及んでくるが，その他の諸問題をも含め

て，それらは励の機会に待つほかはなくなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆潜は本誌編集部鍵）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　註

1）　jll：固しくはザラスシュトラZaraeugtraであるが，本論では多くこの通形によった。

2）　zrayah　Kqsao6m　l』＝！Jンスの海」とか盃p　Kasao彊　i．カソスの水，湖」などと奮われて

　いる。1〈E　saoya一は＊Kqsu　「カンス」から派生した形容詞。中期ペルシア語形はかなり崩

　れているので，ここてはこのアヴェスター語形のみを用いることにする。束イランのパーーム・一・一

　ン湖に比定されている。

3）　i略；：認号は　yt．　・＝　Yagt，　Vid．瓢V1devdrt，　Y．篇Yasna。　註うまでもなく，Y．28…一34，　t13一一一51

　および53の計十七章がガーサー一。ただし，そのうちY．53はゾロアストラ｛後の成立。

4）　アス1・ワト・ウルタの役劇は不義の魔ドゥルジを駆逐打蠣し，ついで全世：界をその簿則で
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サオシコ．ヤソトについて

　不死にするにある，、訳出すれば　1”　K・ズダー・アツラの使徒＝ウィスパ・々ルワリ…の子二γス

　Fワ1・・ウルタが，勝利の武器をふるいながら，カンスの湖から繊現するとき，………かれは

　訓点の世界から，これをもって，ドゥルジ（：不義）を逐穰うであろう。かれは霊力の隈をもつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しよう
　て見るであろう，かれは悪挑不義の世界の一切繊類を潜門するであろう。かれは，有象の全世

　界を乳酪の眼をもって潜るであろう。そして酒ながら有象の全世界を：不死にするであろう。善

　思・善語・難…行・善ダエーナー者にして，おのが爵をもっていかなるときにも虚面することな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　きものどもたる，勝利者アストワi・・ウルタの友だちが患で来たるであろう。かれらの前に，

　」丘L塗れの｛昆棒・悪しき栄光をおびるアエーシ：1．マは叩頭するであろう。　（かくして）天剛は…

　……悪しきドゥルジを征服するであろう。」とある（Yt．19f）2＿”r，）。眼の力に刈’する信仰はきわ

　めて古く，Y．311；1でもアフラ・マズダーが銀の光りをもって一切を濾即することがみえてい

　る。さらに，よい眼，わるい眼に関する儒傭紙承も，イランの古今・を通じて，かわらない。こ

　れは大宇由と小事宙（入間の身体）との相似を主張する世界観から来ているもので，それによ

　ると，頭は無始光天やガロードマーンGar6dm勘天といって歪上天を形成するものに相帰し，

　これに対し，嚢1茸眠は太陽と月になぞらえられる。至上天が真の光源となるように，眠も脳髄の

　光を聾してものを見るわけで，邪悪な人馴の隈が忌避されるのは邪光を放つからである。

5）世界の終末を最も精叙しているのは中期ペルシア語i圭｛：i一広本ブンダヒシ、i，ンBundahi首nj

　（略本には欠けている）。　それによって必要事項のみを示すと，ソーーシボ1・ンスは57年かかっ

　て罪悪一切の死者を1．起ちあがらせる」　（命終した地点かそ0）至近の場所にて）。　ついで，か

　れらは，さまざまな手｝順を経て，相々：に他を認識しあうようにされる，、イーサトワーストラ…

　ン1sat畷str激集会（詳灘｝は不明）が催され，各人はそこにておのが善悪の行為を見，また

　義者は不義者から区別され，i｝1∫者は鍛電界，後者はふたたび川町に赴き，それぞれ三日三夜の

　賞・駒をうける。このつぎに，テキストは最も注配すべき記裁をみせている，すなわち，火田

　と紳エールマソErmanは山岳中の鉱物を熔かして旧地に川と流し，人は，義者不義者の別な

　く，すべてこれを通過して清められる，とあり，さらに，この熔鉱は磁界にも流下してこれを

　清める，とある。そののち入類はもう一．夙度，殻大の相毎愛をもって集合する。かれらは・ここ

　において，同一の言語をはなし，神々に讃辞をささげ，オーフルマズドのわざはここに完了す

　る。ソーシ．t，ヤンスは協力者たちとともに祭司を行い，霊生ハ・一々…ヨー一一シ：tH蕊巨y6§を屠

　ってその脂と白ホームh6m（ハオーマhaoma）とでγノー一一シ：．，．　A11蕊C不文ピの液）をつくり，全

　人に飲ませて不死にする，とある。ここに見られる転悪成．蕎のドクトリンは修祓の儀礼ともい

　うべきもので，ガーサーの教義とは根本的に胡違する。

6）生命の水についてはG．Widcngren　：Mesopotamian　Elemcnts　in　Manichacism（King　ancl

　Saviour　II）．　Stud量es　in　Manichaean，　Mandaean，　and　Syr三an－Gnostic　Religion，　Uppsala・

　Leipzig　1946，　p．119　以下　passim・

7）　ギUシア・ラテン語著作家たちによると，ミスラ神は死者を起ちあがらせ，終末論的屠牛供

　犠を執行し，熔鉱の熱火をも誘起するので，死者の魂を裁きかれらを懲罰するものとしての役

　割を付与されていることになる（F．Cumont　：La　fill　du　monde　selon　les　magcs　hel16nis6s，

　1｛eVtte　de　l，　ldistoire　des　l～eligio，tS，　1931，　P．29　ff．）o
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